
利根川や渡良瀬川に近く水資源に恵まれ、都内へのアクセスも良

好な館林市 大手食品メーカーが工場を設けており 見学可能な工場

も少なくない 一方 街中には館林発祥の会社が開設したミュージア

ムも点在 自社商品や会社の歩みを紹介している 一度、訪ねてみて

はいかが きっと新たな発見があるはずだ

東洋水産は身近な食品に関する知識や食文化を伝え グル

ープ事業を知ってもらう活動に力を入れている 関東工場は

同社最大の即席めん製造工場 人気商品 緑のたぬき天そば

の製造ラインを見学するとともに 映像で安全・安心へのこだ

わりを学べる 即席めんの作り方を学ぶことで 食育を考える

きっかけにもなっている 夏休みの親子見学会では 好きな具

材とつゆを組み合わせるオリジナルカップ麺作りを体験でき

る

▶住 所 館林市赤生田本町3831－１

▶入館料 無料

▶問い合わせ 公式ホームページ内問い合わせフォーム

▶見学情報

見学は火・木曜日のみ 完全予約制 インターネットで申

し込む 所要時間 分 通常は団体・学校向けのみ 夏休み

に親子見学会を開催 本年度は終了

日清製粉グループが創業の地 館林に開設した製粉

をテーマにした文化拠点 新館と本館 日本庭園で構

成 新館は小麦粉の製造工程や先端技術を体感できる

ほか 小麦や小麦粉について学べる 本館では創業から

の歩みを時代とともに紹介 創業期の1910明治 年

から 昭和 年まで事務所として使われていた建物

で 近代産業遺産としての価値も高い 四季折々の景色

が楽しめる芝生の美しい庭園が来場者を迎える

▶住 所 館林市栄町６－１

▶開 館 時～ 時半 入館は 時まで

▶休館日 ホームページ

で公開

▶入館料 大人200円 小中学生100円

▶問い合わせ ☎0276・71・2000

正田醤油を創業した正田家の300年にわたる歴史に

触れられる 建物は米穀商を営んでいた1853嘉永６

年に建てられた居宅・店舗で 国登録有形文化財に登録

されている 館内には 明治６ 年にしょうゆ醸造を

始めた当時の醸造道具や昭和初期のポスターなどを展

示 キッコーマン創業家の一つ 茂木家にしょうゆ造り

を学び 同家から送られた 醤油醸造に関する経営指導

書 は見どころの一つ

▶住 所 館林市栄町３－１

▶開 館 ～ 時

▶休館日 土日祝日 夏季休暇日 年末年始

▶入館料 無料

▶問い合わせ 正田醤油総務部

☎0276・74・8100平日９～ 時

アサヒ飲料群馬工場は北関東で生産された新鮮な生乳を使っ

て カルピス ブランド商品を生産1919年 カルピス®は日本初

の乳酸菌飲料として誕生した ミュージアムでは 生みの親であ

る三島海雲のエピソードを紹介するアニメ 発酵タンクに入っ

たような体験ができるコーナーなど カルピス®の歴史や製品

に込めた思いを伝える展示物 製造工程を見学できる

▶住 所 館林市大新田町166

▶休館日 年末年始 指定休日

▶入館料 無料

▶問い合わせ ☎0276・74・8593

９時 分～ 時 年末年始 指定休日を除く

▶見学情報

完全予約制 電話またはインターネットで申

し込む 見学は 時の３回（状況によ

り変更する場合あり） 各回定員 人 所要時

間 分

館林市長

多田善洋

館林は豊富な水資源や長い日照時

間など小麦の栽培に適しています。

江戸時代には館林藩から将軍家に小

麦粉が献上され「麦都」と呼ばれて

いました。豊かな食文化が育まれ、

麦を原料とした麦落雁やうどん、し

ょうゆが名産品となりました。市内

にはおいしいお店もたくさんありま

す。今では多くの有名な大手食品メ

ーカーに館林を選んでいただいてい

ます。館林にはつつじや桜とこいの

ぼり、日本遺産「里沼」、花ハスク

ルーズ、アンブレラスカイ、県立館

林美術館など数多くの魅力がありま

す。ぜひ、館林の「食」の一面も楽

しんでください。

館林の 食 の魅力
楽しく学んで

昨年４月 ブルドックソース館林ファクトリー にブ

ルドックソースの魅力を伝える見学施設をオープンし

た 展示スペースでは日本を代表する人気ソースの120

年の歩みをマンガ風に紹介 ほかにもスパイスの香り

を体験できるコーナーやソースが高速回転でボトルに

詰められていく様子などを見学できる ソースの日

を記念したイベントも 月に開催予定 詳細は公式ホ

ームページで告知する

▶住 所 館林市大新田町 －５

▶休館日 土日祝日 夏季 年末年始

▶入館料 無料

▶問い合わせ

公式ホームページ内問い合わせフォーム

▶見学情報

完全予約制 インターネットで申し込む 見学は毎

月３回 水曜 時半～ 定員 人 所要時間 分
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（９） (令和７年)（９） (令和７年)


